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床矯正 25 年の集大成！！
～安定した機能と咬合を求めて～最終章
鈴木が GC サークルで｢安定した機能と咬合を求めて｣の演題で講演を開始したのが
1999 年です。　
講演の中で、「保存・補綴・矯正にしても生体の形態を追求しています。『形態の決定
は機能にあるのでは？』と考え始めました。そして、口腔機能をつかさどっているの
は歯根膜、咀嚼であり､問題の解決口がありそうなのに気がつきました。」と、発表し
ています。ここから鈴木の講習会がスタートしました。1/4 世紀前の話で、気が付く
と今も同じ事を言っています。
本年度は春期と秋期でテーマを分けて両時期に 1 日講演にて、総計年 8 回の連続講
演をする予定です。
春期は叢生と反対咬合についての内容です。叢生は前歯部にしか発症しませんが、現
実的にはどうしたら前歯部の叢生を防げるのか？反対咬合は上顎前歯の永久歯が萌出
する 7 歳には歯性の反対咬合が明確になります。歯性の反対咬合をどうしたら簡単に
治せるのか？一方、よく手を着けたなと超難度の、今考えると自分でも考えさせられ
る症例も提示します。また、顔貌の改善も大切な治療対象です。｢安定した機能と咬合
を求めて｣の 25 年間の総括です！！
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※いずれの回も、会長 鈴木設矢先生のみ登壇の公演となります
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